
頁 行・式 誤 正

15 式(1.34a)

18 下から3～2 透過係数tが減少することがわかる。 反射係数rの絶対値が大きくなる。
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51 3 2.41 2.40

51 式(3.31） 2.41 2.40

55
式（4.3）
2行目

＝E in sin ＝－ｊE in sin

59 下から3～2 a　b　 c　　（イタリック） a　b　c　　（立体）
127 10 電界強度 電界振幅

130 3 印加電圧 印加電界

130 下から7 c　　（イタリック） c　　（立体）
131 式（7.27） Φ　　（立体） Φ　　（イタリック）
152 下から9 異なるが 異なり

166 式(8.32)

181 引用・参考文献3) 光エレクトロニクス入門 光エレクトロニクス

183 4章【１】

184
8章【6】
4行目

1200 1260

184
8章【6】
5行目

184
8章【6】
5行目

249.827 237.931

184
8章【6】
6行目

49.965 61.861

184
8章【6】
6行目

499 618

「フォトニクスの基礎」正誤表（初版第1刷）
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